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五ヶ瀬川の主な洪水と被害
延岡河川国道事務所

洪水年月日 原因 流量 被害状況

昭和１８年９月１８日～２０日 台風１５号 不明
死者・行方不明者：１１５名

家屋被害：１，５３５戸、浸水家屋：８，４３５戸

昭和２９年９月１０日～１３日 台風１２号 不明
死者・行方不明者：１６名

家屋被害：１，２９５戸、浸水家屋：６，２３１戸

昭和４６年８月２７日～３０日 台風２３号

五ヶ瀬川 三輪：5,500m3/s
祝子川 佐野： 929m3/s
北川 熊田：2,544m3/s

死者・行方不明者：１９名

家屋被害：８５戸、浸水家屋：８６９戸

昭和５７年８月２５日～２７日 台風１３号

五ヶ瀬川 三輪：5,000m3/s
祝子川 佐野： 747m3/s
北川 熊田：2,607m3/s

死者・行方不明者：不明

家屋被害：２２戸、浸水家屋：１６７戸

平成５年８月８日～１０日 台風７号

五ヶ瀬川 三輪：6,441m3/s
祝子川 佐野： 755m3/s
北川 熊田：2,200m3/s

死者・行方不明者：２名

家屋被害：１９戸、浸水家屋：８９６戸

平成９年９月１３日～１６日 台風１９号

五ヶ瀬川 三輪：5,953m3/s
祝子川 佐野：1,091m3/s
北川 熊田：5,067m3/s

死者・行方不明者：１名

家屋被害：２１戸、浸水家屋：２，９７９戸

北川激甚災害対策特別緊急事業採択

平成１６年８月３０日 台風１６号

五ヶ瀬川 三輪：6,235m3/s
祝子川 佐野：1,038m3/s
北川 熊田：2,543m3/s

死者・行方不明者：１名

家屋被害：３４戸、浸水家屋：１２９戸

平成１６年１０月２０日 台風２３号 北川 熊田2,014m3/s
死者・行方不明者：不明

家屋被害：４戸、浸水家屋：６７０戸

平成１７年９月５日 台風１４号 五ヶ瀬川 三輪：7,858m3/s
死者・行方不明者：７名

家屋被害：６７戸、浸水家屋：１，７１４戸

五ヶ瀬川激甚災害対策特別緊急事業採択



平成１７年９月台風１４号の降雨と水位状況
延岡河川国道事務所
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■ 雨量（上鹿川観測所） ■ 年最高水位（三ツ瀬水位観測所）

平成５年
台風７号

平成９年
台風１９号 今回出水

の水位は
戦後最大連続雨量 1,217mm

9/4 9/5 9/6 9/7

台風１４号は、９月６日宮崎県内を暴風域に巻き込みながら、九州西海上を通過し、五ヶ瀬川流域では、上鹿川(延岡市北方町)で
1,217mm、見立（日之影町）で1,025mm、上祝子（延岡市北川町）で1,097mmを観測するなど記録的な豪雨をもたらしました。
今回出水により五ヶ瀬川・大瀬川では軒並み既往最高水位を観測し、国管理区間内の５箇所で越水、また国管理区間内で４箇所、
宮崎県管理区間で１箇所の内水被害が発生。この出水により、浸水面積431ha、床上浸水1,315戸、床下浸水399戸に達する甚大
な被害が発生しました。

岡富・古川地区

越水により甚大
な被害が発生！！

五ヶ瀬川流域

上鹿川

三ツ瀬

直轄管理河川

（延岡市北方町）

見立

（日之影町）

（延岡市柳沢町）

■台風１４号等雨量図（総雨量）



延岡市内の被災状況
延岡河川国道事務所

○延岡市においても、堤防越水による外水はん濫および内水はん濫により、
床上浸水1,315戸、床下浸水399戸に達する甚大な被害が発生

小峰地区

天下地区

野田地区

西階地区

大貫地区

岡富地区

北小路地区

祝子地区
追内川地区

三輪地区

○記録的な豪雨により、流域各地で多くの災害が発生。

：内水はん濫

：外水はん濫

川島地区

：堤防越水箇所



洪水の越水状況①
延岡河川国道事務所

岡富町 五ヶ瀬川左岸 5k100

五ヶ瀬川

北小路 五ヶ瀬川左岸 3k300

岡富町 五ヶ瀬川左岸 4k300

祇園町交差点付近



洪水の越水状況②
延岡河川国道事務所

川島町 北川左岸 3k700

東海町 北川左岸 1k800

夏田 祝子川支川蛇谷川右岸 1k500

桜ヶ丘 祝子川支川蛇谷川左岸 0k700



洪水の越水状況③
延岡河川国道事務所

延岡市北方町川水流 宮崎県管轄

日之影町岩井川 日之影町役場 宮崎県管轄



五ヶ瀬川激甚災害対策特別緊急事業について
延岡河川国道事務所

○平成１７年９月台風１４号による洪水に対して再度災害防止を目的
として、五ヶ瀬川激甚災害対策特別緊急事業を実施

P
P

P
蛇谷川排水ポンプ場

川島排水ポンプ場

追内川排水ポンプ場

隔流堤整備
安賀多橋架替

大瀬川

五ヶ瀬川

北川

祝子川

主な事業内容

P：河道掘削 ：堤防嵩上げ ：排水ポンプ場

：浸水地域



激特事業箇所



H17.9台風14号水位

計画高水位H.W.L

H17.9台風14号水位

計画高水位H.W.L

←河道掘削→
（川の中を掘削し、水が流れる断面を広くした）

←河道掘削→
（整備計画対応）

計画高水位H.W.L

整備計画流量（現況）

整備計画流量（目標）

←河道掘削→
（基本方針対応）

計画高水位H.W.L

基本方針流量（現況）

基本方針流量（目標）

計画高水位(H.W.L)は、計画高水流量が河川改修後の河道断面を流下するときの水位です。この水位は、堤防や護岸などの設計の基本と
なる水位です。この水位を上回る平成17年9月台風14号のような超過洪水では、堤防が危険な状態になることを意味します。

激特工事後

整備計画対応（現在）基本方針対応（将来）

激特工事前 H17.9台風14号洪水（7,900m3/s）
を堤防からあふれさせない

築堤→
（堤防を高くした）

整備計画流量（6,500m3/s）
をHWL以下におさめる

基本方針流量（7,200m3/s）
をHWL以下におさめる

イメージ図



氾濫シミュレーション（想定し得る最大規模）
延岡河川国道事務所

２

○五ヶ瀬川・大瀬川・祝子川・北川において、想定し得る最大規模の外力による浸水想定区域図を平成２
８年８月３０日公表。県管理区間においても作成中。延岡河川国道事務所のＨＰ等で公表している。
・浸水想定区域図（五ヶ瀬川水系） http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/bousai/

計画規模、浸水継続時間についても公表。



現状の堤防整備状況
延岡河川国道事務所

○平成27年3月時点の堤防整備率は五ヶ瀬川水系では約９８％。
○計画断面に対して高さが不足している区間があり、洪水により氾濫する恐れがある。

（参考）
計画断面堤防（ａ） 堤防必要区間（b） ａ／ｂ(%)

五ヶ瀬川水系 28.5 43.3 44.3 97.7%

堤防延長
水 系 名

直轄管理
区間延長



重要水防箇所
延岡河川国道事務所

○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、危険箇所を早期に発見するため
に、あらかじめ水防上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として指
定している。

Ｂランク：25箇所
19.277km


